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討議内容
輸送の安全性向上のための基本方針として、次の内容を全員一致で確定した。
当社は、輸送の安全性向上を最重要課題とし、運輸関連法令を遵守した上で、安全マネジメ
ントシステムを構築･運用し、全社員で事故削減に努めていきます。

方　策
1. 安全方針
①代表者をはじめ、社内全体で、輸送の安全を最優先に努め行動します
②法令、規則を遵守し、安全の確保・向上を遂行します
③安全に関する輸送の方針は、常に意識し見直しをして行きます

2. 安全目標
①安全運転、安全管理の徹底を、社員一同で目標とします
②事故＝オール０を継続、達成します。（現在実績事故０）
③関係法令にもとづく社内規定の遵守、並びに定期的な教育を行います
④教育の年間計画を実施します。（ドライバー個別指導・講習会・避難訓練・乗客の安全誘導）

3.輸送の安全に関する取り組み
①年間教育計画に基づく乗務員安全教育・訓練・運転技術向上の研修会
②乗務員の健康維持・疾病等が起因する事故防止対策　　　　　　　　　　　　　　　　③
ヒヤリハット情報などの輸送の安全に関する意見交換会を開催する　　　　　　　　　④ド
ライブレコーダーの映像・デジタル式運行記録計を活用した指導・教育・管理
⑤定期的に社長と乗務員の意見交換(輸送の安全に関する問題改善・車庫内や事務所内の問
題改善など)
⑥点呼時に輸送の安全方針・目標を唱和・携帯カードの携行

・安全方針は周知徹底できました。
・安全目標は全部達成。＊事故＝オール0
・輸送の安全に関する取り組みについて①②,③,④,⑤,⑥達成。
・コロナ影響のため2020年2021年　外部機関（消防署）の消火訓練人命救助の予約が出来なかっ
たため、自社にて実行しました。
・2022年3月　外部機関NASVAからの講師を招いて、ヒヤリハットなどの映像を使った教育とリスク
管理講習を受けることが出来ました。
・健康管理の重要性を徹底し、健康経営優良法人（中小規模法人）として経済産業省から認定をさ
れました。
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